
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 280 諸収入 0 

計 280 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 280 0 

総務管理費

目 企画費

補正前額 16 

要求額 280 

総務部長段階査定額 280 

一般会計 【問合せ先】地方創生推進室 0857-30-8014 

【１１次総の施策体系】0001 

【事業の経過及び背景】 
　４月24日に民間の有識者グループ「人口戦略会議」が、2050年までの若年女性人口に着
目した分析結果（消滅可能性自治体）を発表し、あらためて我が国の人口減少が危機的な
状況にあることが認識された。この問題に対応するため、「鳥取市人口減少対策推進本
部」を設置し、全庁的な課題の共有や施策検討を開始している。

【事業の目的及び効果】 
　人口減少を克服し、地方創生を推進するため、市長と市民等が直接対話する「地方創生
ストリートミーティング」において、将来を担う若者世代を対象に開催し、意見や要望を
聴取することで、それらを施策に反映していく。 

【事業の内容】 
　県外に居住する若者世代（市内出身者）と市長とのストリートミーティングの開催
 　　・時　　期　　７月～１月
　　・回　　数　　２回（１回あたり10～15名程度）
　　・実施方法　　オンライン

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

企００１ 項　　目　　名 地方創生推進事業費

予算書項目 総合企画費 ページ 23 所　　属　　名

企画推進部 
政策企画課年度 R6

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 574,300 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 574,300 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 574,300 0 

総務管理費

目 企画費

補正前額 0 

要求額 574,300 

総務部長段階査定額 574,300 

一般会計 【問合せ先】企画調整係 0857-30-8012 

【１１次総の施策体系】2402

【事業の経過及び背景】 
　市庁舎機能移転後の旧本庁舎及び第二庁舎の跡地活用については、これまで、市議会「 
本庁舎跡地等活用に関する調査特別委員会」、学識経験者で構成する「旧本庁舎等跡地活 
用に関する専門家委員会」においてそれぞれ検討を行い、令和３年度に一定の方向性を決 
定した。そして、令和４年度には基本計画等を取りまとめ、さらに、令和５年度には測量 
や実施設計を実施した。 

【事業の目的及び効果】 
　旧本庁舎等跡地活用における一定の方向性「防災機能の整備、緑地の配置により『震災 
時の避難地及び復旧活動の拠点となり得る、緑あふれる広場』を中心としたオープンスペ
 ースとして活用し、広域から人が集う憩いの広場としてにぎわいを創出する』に沿って、 
緑地広場やイベント広場、駐車場を整備する。 

【事業の内容】 
　旧本庁舎跡地に緑地広場やイベント広場、駐車場等を整備する（整備期間：令和６年度 
から令和７年度）。 
　＜令和６年度事業費＞ 
　　緑地広場整備等（土木・建築・造園・電気等） 193,240千円 
　  用地取得費（用地面積879.33㎡）　　　　　　 377,065千円 
　　事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　   3,995千円 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  合計 574,300千円 
　［過年度実績］ 
　　令和３年度　 6,636千円　活用検討 
　　令和４年度　16,522千円　基本計画・基本設計 
　　令和５年度　38,016千円　測量・実施設計

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

企００２ 項　　目　　名 旧本庁舎跡地活用事業費

予算書項目 旧本庁舎・第二庁舎跡地活用事業費 ページ 23 所　　属　　名

企画推進部 
政策企画課年度 R6



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 3,150 0 

一般財源 0 諸収入 3,150 

計 3,150 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 3,150 0 

総務管理費

目 企画費

補正前額 0 

要求額 3,150 

総務部長段階査定額 3,150 

一般会計 【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021 

【１１次総の施策体系】2301 

【事業の経過及び背景】
　鳥取世界おもちゃ館の指定管理者（公益財団法人鳥取童謡・おもちゃ館）は、公益目的
事業及び特色ある地域文化振興事業を実施するための基金を設置している。
　県・市は指定管理者との協定に基づき、返納される前年度委託料余剰金の一部を当該基
金積立金として補助することとしている。

【事業の目的及び効果】 
　県とともに当該基金造成を支援することにより、指定管理者が実施する自主企画事業の
充実や利用者に対するサービス向上を図ることで、施設の集客増につなげる。

【事業の内容】 
　返納される前年度委託料余剰金のうち、指定管理者の経営努力によらない額を控除した
額を当該基金積立金として補助するもの。
　①令和６年度委託料返納予定額 
　　金3,491,212円 
　②返納予定額のうち経営努力によらない額 
　　金340,740円 
　③補助予定額 
　　金3,150,000円（千円未満切捨て） 

※その他財源の諸収入は、前年度指定管理委託料返納金の一部

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

企００３ 項　　目　　名 鳥取世界おもちゃ館基金積立事業補助金

予算書項目 鳥取世界おもちゃ館運営委託費等 ページ 23 所　　属　　名

企画推進部 
文化交流課年度 R6

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,153 諸収入 0 

計 1,153 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,153 0 

社会教育費

目 市民会館管理費

補正前額 50,483 

要求額 1,153 

総務部長段階査定額 1,153 

一般会計 【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021 

【１１次総の施策体系】2301　●実施計画　●創生総合戦略

【事業の経過及び背景】 
　昭和42年から鳥取市民会館の運営を行っており、市民の文化芸術活動の拠点 の一つと
なっている。平成22年に耐震改修などを実施したものの、老朽化が進 行している。 
　令和６年４月、空調（大ホール冷房）の保守点検の結果、冷凍機の圧力が上がるなど不
具 合が判明した。 

【事業の目的及び効果】 
　冷凍機の不具合の原因を特定するための調査を実施し、利用者の利便性の確保を図る。 

【事業の内容】 
　ターボ冷凍機不良不具合調査（冷却水系チューブ部位） 

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

企００４ 項　　目　　名 市民会館施設管理費

予算書項目 施設管理費 ページ 33 所　　属　　名

企画推進部 
文化交流課年度 R6



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 2,508 0 

一般財源 5,802 諸収入 2,508 

計 8,310 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 8,310 0 

総務管理費

目 企画費

補正前額 99,285 

要求額 8,310 

総務部長段階査定額 8,310 

一般会計 【問合せ先】情報政策係 0857-30-8026 

【１１次総の施策体系】2405 

【事業の経過及び背景】
　本市が所有する有線テレビジョン放送施設は、市が整備し、ＩＲＵ契約によりＣＡＴＶ
局がサービス提供を行っている。

【事業の目的及び効果】
　本市が所有する有線テレビジョン放送施設の適正な運営と維持管理を行う。 

【事業の内容】　 
①鳥取県発注工事に伴うＣＡＴＶ設備移設工事
　・県道杣小屋曳田線道路災害復旧工事（河原町北村地内）
　・浜村川河川改修工事（鹿野町岡木地内）
　・日置川河川改修工事（青谷町青谷地内）
②中電柱ルート変更に伴うＣＡＴＶ設備移設工事
　・中電柱佐治幹104号他（佐治町古市地内）

※その他財源の諸収入は、県からの移設補償金

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

企００５ 項　　目　　名 有線テレビジョン放送施設管理費

予算書項目 有線テレビジョン放送施設管理費 ページ 23 所　　属　　名

企画推進部 
デジタル戦略課年度 R6


